


日時 平成29年5月3日（祝） 日時 平成29年5月5日（祝）

午前８：００～（受付７：１０～） 午後４：００～

会場 大飯球場 会場 大飯球場

雨天の場合　大飯体育館 次第 ・来賓、役員、審判員整列

次第 ・来賓、役員、審判員整列 ・成績発表

・選手入場 ・表彰

・国旗、連盟旗、読売新聞社旗掲揚 ・大会会長挨拶

・開会宣言 ・国旗、連盟旗、読売新聞社旗降納

・優勝旗返還及びレプリカ授与 ・閉会宣言

・大会会長挨拶 ・選手、役員退場

・大会副会長挨拶

・来賓祝辞

・選手宣誓

・始球式

・選手、役員退場

　　　（Ａ）大飯球場

　　　（Ｂ）高浜中央球場

　　　（Ｃ）青葉球場

　　　（Ｄ）小浜市営球場

　　　（Ｅ）名田庄球場

　　　（Ｆ）美浜球場

　　　5月4日（祝）大会２日目

　　　（Ａ）大飯球場 11:30 14:00

　　　（Ｃ）青葉球場 11:30 14:00

　　　（Ｄ）小浜市営球場 11:30 14:00

　　　（Ｆ）美浜球場 11:30 14:00

　　　5月5日（祝）

　　　（Ａ）大飯球場 11:30 14:00

◆読売杯第32回日本少年野球中日本大会 大会日程◆

《開会式》 《閉会式》

大会日程（予備日：5月6日）

　　　5月3日（祝）大会1日目 第１試合 　　第２試合 　　第３試合

9:00 11:30 14:00

9:30 12:00 14:30

9:30 12:00 14:30

9:30 12:00 14:30

10:00 12:30

10:00 12:30

第１試合 　　第２試合

第１試合 　　第２試合 　　決勝戦

9:00

　　第３試合

9:00

9:00

9:00

9:00



ご 挨 拶 

 

（公財）日本少年野球連盟 

        会長 藤田 英輝 

 

 

 

 

ボーイズリーグ春の中日本ブロック NO.1の覇権をかけ「読売杯第 32回日本

少年野球中日本大会」が各支部の予選を勝ち抜いた中学生の部 32チーム、小学

生の部 14チームが参加し、日頃より私たちボーイズリーグの活動に深いご理解

とご協力を賜ります読売新聞社様をはじめ、関係各位の皆様のお力をお借りし、

盛大に開催されますことを心よりお祝い申し上げます。 

さて、春季全国大会も終了し後半戦最大のハイライトである夏の選手権大会

へ向けて各チームの皆さんは全力投球をしていることと思います。残念ながら

先に行われた春季大会では中日本ブロックからの出場チームは上位進出を果た

せませんでしたが、その実力の片りんは随所で感じることができました。 

選手の皆さんはこの大会を機に更なる技術とマナーの向上を目指し、来る夏の

選手権大会においてその存在感を示していただきたいと期待をしております。

そして選手の皆さんの熱いプレーで見ている私たちに感動を与えていただくよ

うお願いをしておきます。 

結びに、本大会を主管する中日本ブロック役員、審判員、球場運営にご協力を

いただきますご父兄の皆様のお力で、この大会が大過なく盛会になりますよう

祈念し、挨拶とさせていただきます。 



 

ご 挨 拶 

             

         おおい町長 中塚  寛 

 

 

「第 32回読売杯 中日本大会」が福井県内及び中日本ブロックから多くのチー

ムをお迎えして盛大に開催できますことに対し、開催地として心から厚く御礼

申し上げますとともに、遠路お越しいただきました多くの選手の皆様、そして

ご家族の皆様を町民とともに歓迎申し上げます。 

 さて皆さんもご存知のとおり、イチロー選手が昨年、メジャーリーグでの 3000

本安打を達成しました。これは史上 30人目、つまり 100年を超えるアメリカの

大リーグの歴史の中で 30人しかいない「最高のクラブ」の仲間入りを果たした

ことを意味します。 

 そのイチロー選手は小学校の卒業文集に「一流のプロ野球選手になりたい」

と記しています。しかし、それだけなら誰でもできます。イチロー選手が書い

た目標は具体的であり、その目標に向けて、努力することは必要ですが、やみ

くもだけの努力では意味がありません。目標に向けて理にかなった努力をし、

また、練習はただすればいいというものではなく、テーマを決めることが重要

だと思います。 

 そしてこれらの目標達成に向けて一番難しいのはやはり「やり続ける」こと

です。「継続は力なり」。これはイチロー選手の座右の銘となっています。継続

するということは難しいことではありますが、しかし、目的を持ってそれに向

かって理にかなった努力を継続すれば、やりたいことを実現できます。そのこ

とはイチロー選手が証明しています。 

 選手の皆様におかれましても日々の練習での素振りやノック、バッティング

やそうして積み重ねてきたものを信じて最高のプレーをしていただきたいと思

います。また、どんな状況にあっても最後の最後まで諦めず、日頃の練習の成

果を存分に発揮され、全力でプレーしていただきたく存じます。 

 結びに、本大会の成功と今後ますますの発展、そして選手の皆様のご健闘を

心からお祈りするとともに、本大会の開催にあたり、ご尽力いただきました関

係者の皆々様に深く感謝を申し上げ、歓迎と激励のご挨拶といたします。 
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【大 会 規 定】 

 1・1チームの登録選手は中学生の部は 11名以上 25名以内（ベンチ入りは 20名以内）とする。また、小学生 

  の部は 11名以上 20名以内とする。 

2・出場選手はその大会の登録締め切り日現在、連盟へ登録済みの者に限る。 

3・審査証は当年度発行のものとする。 

4・登録選手および登録されたチーム責任者(代表またはそれに代わる責任ある者でチーム責任者証を携帯してい

る者)、監督、コーチ、マネージャーのみベンチに入ることができる。但し各種登録証(チーム責任者、監督、

コーチ)及び審査証(選手)を携帯していない場合は、いかなる場合でもベンチには入れないが,監督、コーチは、

試合開始までに間にあった場合は、その時点で審査のうえベンチ入りできる。 

  また、選手は試合終了までに間にあった場合は、審査の上、ベンチ入りを認める。 

5・チーム責任者はチーム責任者証所持し、試合中は所定の服装で本部席にて待機する。ただし、小学生の部に

おいては選手の管理が必要な場合があるので、希望があれば代表に限りベンチ入りを認める。 

  チーム責任者が不在の場合は試合ができない。 

6・組み合わせの若番号が 1塁側のベンチ、後番号が 3塁側のベンチに入る。但し、チーム責任者、監督、コー

チは登録証を携帯すること。 

7・監督(背番号 60)、コーチ(背番号 50)は選手と同じユニフォームを着用すること。 

8・試合開始時刻 60 分前に試合場に到着し、直ちにオーダー表を 5 部、投球回数記録副表 3 部及び大会初戦の

時は、直前大会参加報告書を大会本部に提出の上、所定の審査を受けなければならない。 

9・オーダー表交換時に両キャプテンにより、先行、後攻をジャンケンで決める。 

10・試合開始予定時刻までにチームがグランドに現れないときは、球場責任者と責任審判員が協議して没収試合

を宣言することができる。 

11・試合方法など 

・中学生の部 

(1) 各試合は 7 回戦で行い、4 回終了をもって正式試合とする。試合成立後は試合開始から 2 時間（決勝戦

は 2時間 20分）を超えた場合、新しいイニングには入らない（後攻チームの得点が先行チームの得点よ

り多い場合は後攻チームが攻撃中でも規定時間になれば、その時点で試合を終了する）。また降雨や視界

不良などにより試合続行が不可能となった場合、野球規則 7.01(a)により勝敗を決する。同点の場合は最

終回時点で出場していたメンバー全員の抽選とする。試合成立前に、上記の理由により試合続行が不可

能になった場合は、サスペンデットゲームとする。 

(2)4回終了時 10点差、5回以降 7点差の場合、コールドゲームとする。 

(3)7 回終了後、同点の場合は延長戦に入るが、延長 8 回(決勝戦は 10 回)あるいは試合開始から 2 時間(決勝

戦は 2 時間 20 分)を超えては(どちらか早い方)新しいイニングに入らず、タイブレーク方式を実施する。

(競技に関する特別規則「タイブレーク実施細則」参照) 

・小学生の部 

(1)各試合は 6 回戦で行い、4 回終了をもって正式試合とする。試合成立後は試合開始から 1 時間 40 分（決

勝戦は 2時間）を超えた場合、新しいイニングに入らない（後攻チームの得点が先行チームの得点より多

い場合は後攻チームが攻撃中でも規定時間になれば、その時点で試合を終了する）。また降雨や視界不良

などにより試合続行が不可能となった場合、野球規則 7.01(ａ)により勝敗を決する。同点の場合は最終回

時点で出場していたメンバー全員の抽選とする。試合成立前に、上記の理由により試合続行が不可能にな

った場合は、サスペンデットゲームとする。 

(2)4回以降 7点差の場合、コールドゲームとする。 

(3)6 回終了後、同点の場合は延長戦に入るが、延長 7 回 (決勝戦は 9 回) あるいは試合開始から 1 時間 40

分 (決勝戦は 2時間) を超えては(どちらか早い方) 新しいイニングに入らず、タイブレーク方法を実施す

る。(競技に関する特別規則「タイブレーク実施細則」参照) 

12・(1) 小学生の部投手は、1日 6イニング以内、連続する 2日間で 8イニング以内とする。 

    中学生の部投手は、1日 7イニング以内、連続する 2日間で 10イニング以内とする。 

  (2) ダブルヘッダーでの連投を認めるが、投球回数を小学生の部は 6 イニング以内とする。中学生の部はダ

ブルヘッターに登板した投手、連続する 2日間で合計 5イニングを超えた投手（5イニングは可）及び 3

日間連続で登板した投手は、翌日に投手または捕手として試合に出場することはできない。 

  (3) 例えば、1 試合目で 5 回投げた場合には、次の試合で小学生の部は 1 回、中学生の部は 2 回投げる事が

できる。ただし端数回数(0/3 回・1/3 回・2/3 回)は切り上げて 1 回とする。端数回数の 0/3 回は新しい

イニングに入って一死もとらずに降板した場合を示す。なお、小学生の部は変化球を禁止する。 



13・(1) 監督またはコーチの指示、伝達は 1試合で攻撃 2回と守備 2回の計 4回とする。延長またはタイブレー

クに入った場合は、それぞれで 1回の指示、伝達を認める。 

    (選手の怪我や交代などの指示、伝達は回数に入らない。) 

(2)守備側の投手に対する指示、伝達が 3回目となれば、自動的に投手は交代となり、その投手は他の守備位

置についてもよいが、再び投手として登板することはできない。 

(3)  内野手が 2人以上投手のところに行った時も 1回に数える。 

(4)  指示、伝達は審判がタイムを宣言してから「30秒以内」とする。 

14・1イニングで同一の投手に対して指示、伝達が 2回目となれば、自動的に投手の交代となる。 

   その投手は他の守備位置に着くことができるが、同一イニングでは投手として登板することはできない。 

   ただし、新しいイニングに入れば、再び投手として登板することができる。 

15・審判員の判定に対する抗議は認めない。但し、ルールの適用についての確認は認める。 

16・監督またはコーチが投手に指示などをするときは、マウンドのところで行うこと。(ベンチからは駆け足で) 

17・2塁走者やベースコーチなどが捕手のサインを盗んで、打者にコースや球種を伝える行為を禁止する。 

18・ボール回しをする時は一回りとし、最終野手は、その定位置から返球する。また打者が打撃を継続中、塁上

走者がアウトになった場合のボール回しは禁止する。 

19・投手は走者をアウトにする意志がないのに、無用のけん制球を繰り返すとか、または送球するまねを何度も 

繰り返す行為は、試合のスピーディーな進行の妨げになるため禁止する。 

20・小学生の部は、打撃側チームの監督、コーチに限りコーチスボックス内でベースコーチを務めてもよい。こ

の場合必ず両耳付きヘルメットを着用すること。 

21・各チームは同色のヘルメット 7個以上、捕手の規定防具（マスク、捕手用ヘルメット、プロテクター、レガ

ース、スロートガード、ファールカップ）2 組を備えること。一体型捕手マスクの場合はヘルメット、スロ

ートガードを除く。 

22・ユニフォーム、バット、スパイク、グラブ等は連盟指定業者のものに限る。 

23・捕手は必ずヘルメットならびに規定防具を試合、練習を問わず着用すること。 

24・グランドの都合で大会トーナメント規定が別に制定された場合は、それに従うこと。 

25・ベンチ内での携帯電話の使用を禁止する。 

26・光化学スモッグ発生の場合は、試合及び選手に対する措置は別に定め、運営委員の指示に従う。 

27・試合前のシートノックは原則として５分間行うが、当該球場のグラウンド状況や試合終了時間を勘案して 

  シートノックを行うか否かは球場責任者が決定するものとする。 

参考 

 野球規則 7.02(ａ) 

  4,12(a)によりサスペンデッドゲームにならない限り、コールドゲームは、球審が打ち切りを命じた時に 

   終了し、その勝敗はその際の両チームの総得点により決する。 

 【注】我が国では、正式試合となった後のある回の途中で球審がコールドゲームを宣したとき、次に該当す     

    る場合は、サスペンデッドゲームとしないで、両チームが完了した最終均等回の総得点でその試合の 

勝敗を決することとする。 

(１) ビジティングチームがその回の表で得点してホームチームの得点と等しくなったが、表の攻撃が 

終わらないうち、または裏の攻撃が始まってもホームチームが得点しないうちにコールドゲームが 

宣せられた場合。 

(２) ビジティングチームがその回の表でリードを奪う得点を記録したが、表の攻撃が終わらないうち又

は表の攻撃が始まらないうち、あるいは裏の攻撃が始まってもホームチームが同点かたはリードを

奪い返す得点を記録しないうちにコールドゲームが宣せられた場合。 

《タイブレーク実施細則》 

(１)  特別規則 

(イ)  中学生の部は延長８回あるいは試合開始から 2 時間を超えて（いずれか早い方）決勝戦は 10 回ある

いは 2 時間 20 分を超えて(いずれか早い方)、小学生の部は延長 7 回あるいは試合開始から 1 時間 40

分を超えて（いずれか早い方）決勝戦は 9回あるいは 2時間 00分を超えて(いずれか早い方)両チーム

の得点が等しい時以降の回の攻撃の回の攻撃は、一死走者満塁の状態から行うものとする。 

(ロ)  打者は、前回正規に打撃を完了した打者の次の打者の者とする。 

(ハ)  この場合の走者は、前項による打者の前の打順の者が一塁走者、一塁走者の前の打者が 

      二塁走者、そして二塁走者の前の打者の者が三塁走者となる。 

(二) この場合の代打および走者は認められる。 
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投手E 雨天中止 ー
2日連続で8イニング以内である為、三日目と六日目は５
イニングまで投球することができる。

2

休

休

1

休

休

休

3

4

0

7

3

0

4 4
2日連続で8イニング以内である為、五日目は４イニング
まで投球することができる。

3 3

「中学生投手の投球制限統一ガイドライン」適用例

3

休

2

0

備　　考

投手Ａ 6 2 ー 2 6 予備日
1日目6イニング投球している為2日目は2イニングまで投
球することができる。

投手Ｂ 4 予備日
2日連続で8イニング以内である為、二日目と五日目は4
イニングまで投球することができる。

投手Ｃ

6

6 2

4 ー 4 4

3 ー 5 35

6

予備日
2日連続で8イニング以内である為、二日目と五日目は３
イニングまで投球することができる。

投手D 6 雨天中止 ー

「小学生投手の投球制限」適用例

※小学生は、1日6イニング、2日連続で8イニング以内とする

投手G

投手I

0

３日間連続で投球した為、三日目第２試合目と四日目
は投手、捕手として出場できない。

投手Ｃ 4 2 3 7 予備日
三日目は一日目、二日目で合計5イニングを超えている
為、投手・捕手として出場できない。四日目、五日目は2
日間で10イニングまで投球できる。

3

予備日
二日目登板なし、三日目のダブルヘッダーで両試合に
登板した為、四日目は投手・手として出場できない。

※数字は登板イニング数。「休」は投手、捕手として登板できない日。「０」は登板しなかった試合。

2

雨
天
中
止

7
六日目は五日目との合計が10イニングまで投球すること
ができる。

7
四日目第2試合と五日目は三日目と四日目の連続する2
日間で10イニング投球している為、投手・捕手として出
場できない。

※指導者は、公式戦だけでなく、練習試合も対象となっていることを認識する。

備　　考

投手D 7

雨
天
中
止

7 休

0 休 7

休 7 予備日

2 7 休 予備日
二日目から３日間連続して登板している為、５日目は投
手、捕手として出場できない。

投手H 7

2

投手Ｂ 2 3

投手E

7 3 4 6 予備日
二日目は上限３イニングまで、三日目は投手・捕手とし
て出場できない。五日目の上限は6イニングまで投球で
きる。

投手Ａ

三日目は二日目との合計が10イニングまで投球可能、
四日目は二日目と三日目の合計投球数が５イニングを
超えている為、投手・捕手として出場できない。

予備日7休

三日目は二日目との合計が10イニングまで投球可能、
四日目は二日目と三日目の合計投球数が１０イニングを
超えている為、投手・捕手として出場できない。

投手F 0 3 休 7 予備日
2

5
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第２８回
第２９回
第３０回
第３１回
第３２回  

　《　　優　　　勝　　》 　《　準　優　勝　》
（昭和６１年） 　岐阜クラブ（岐阜県）  岐阜少年レッズ（岐阜県）
（昭和６２年） 　西濃ボーイズ（岐阜県）  新城ベアーズ（愛知県東）
（昭和６３年） 　浜松スラッガーズ（静岡県）  新城ベアーズ（愛知県東）
（平成　元年） 　春日井ボーイズ（愛知県西）  名古屋ファイターズ（愛知県西）
（平成　２年） 　東名古屋スターズ（愛知県西）  東海チャレンジャー（愛知県西）
（平成　３年） 　西濃ボーイズ（岐阜県）  四日市トップエース（三重県）
（平成　４年） 　鯖江ボーイズ（福井県）  四日市トップエース（三重県）
（平成　５年） 　名古屋フレンズ（愛知県西）  西濃ボーイズ（岐阜県）
（平成　６年） 　四日市トップエース（三重県）  鯖江ボーイズ（福井県）
（平成　７年） 　春日井ボーイズ（愛知県西）  東海チャレンジャー（愛知県西）
（平成　８年） 　名古屋ファイターズ（愛知県西）  岐阜クラブ（岐阜県）
（平成　９年） 　岐阜ビクトりー（岐阜県）  小牧中央ボーイズ（愛知県西）
（平成１０年） 　名古屋フレンズ（愛知県西）  三国メジャーボーイズ（福井県）
（平成１１年） 　鯖江ボーイズ（福井県）  オール豊川（愛知県東）
（平成１２年） 　岐阜ビクトりー（岐阜県）  オール豊川（愛知県東）
（平成１３年） 　津ボーイズ（三重県）  岐阜ビクトりー（岐阜県）
（平成１４年） 　オール豊川（愛知県東）  愛知江南ボーイズ（愛知県西）
（平成１５年） 　岐阜少年レッズ（岐阜県）  名古屋フレンズ（愛知県西）
（平成１６年） 　東海チャレンジャー（愛知県西）  名古屋フレンズ（愛知県西）
（平成１７年） 　四日市トップエース（三重県）  愛知知多ボーイズ（愛知県西）
（平成１８年） 　春日井ボーイズ（愛知県西）  東海チャレンジャー（愛知県西）
（平成１９年） 　岡崎葵ボーイズ（愛知県東）  岐阜少年レッズ（岐阜県）
（平成２０年） 　伊勢ジャガーズ（三重県）  豊橋スカイラークス（愛知県東）
（平成２１年） 　四日市トップエース（三重県）  福井中学ボーイズ（福井県）
（平成２２年） 　愛知尾州ボーイズ（愛知県西）  四日市トップエース（三重県）
（平成２３年） 　東海チャレンジャー（愛知県西）  伊勢ジャガーズ（三重県）

 津ボーイズ（三重県）

（平成２４年） 　愛知瀬戸ボーイズ（愛知県西）  伊勢ジャガーズ（三重県）
（平成２５年） 　白山能美ボーイズ（北陸）  愛知尾州ボーイズ（愛知県西）

（平成２８年）

◆中日本大会歴代優勝・準優勝チーム◆（中学生の部）

　桑員ボーイズ（三重県）  東海ボーイズ（愛知県西）
（平成２９年）

（平成２６年） 　愛知尾州ボーイズ（愛知県西）  岐阜青山ボーイズ（岐阜県）
（平成２７年） 　愛知瀬戸ボーイズ（愛知県西）




